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１.はじめに 

福岡県高等学校体育連盟の大きな課題として、競技専門者の指導者以外でも、『運動部活動において、充分

な指導を生徒に行いたい。』、『良い練習方法はないか？』と、多くの指導者が熱望している。また、競技人口

を増やす取り組みや指導者の競技専門書的な役割として、福岡県高等学校体育連盟、アーチェリー専門部の協

力をいただき、本県の高体連 HP を閲覧することで、初歩的な実技指導や練習方法を参考にできるようになる

こと、その他の種目にも活用できるか調査、研究・検証を行った。 

 

２.調査 

(1)外部指導者調査・部員数調査 

実施時期 平成 28 年度 5月 

調査対象 福岡県高等学校体育連盟加入 164 校 

調査内容 部員数調査および外部指導者数、大会参加校数（下記の資料は、競技種目を抜粋したもの） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記・左記の調査から、大

会参加 33 競技種目において、

男子部指導 109 名、女子部指

導 73 名、男女共通指導 73 名

になっており、福岡県の運動

部活動で外部指導者数が年々

増え、運動部活動においては、

より競技の専門的な知識を重

視した指導を望んでいること

が窺える。 

また、外部指導者と部員数

の関係では、競技によって外

部指導者を積極的に活用して

いる種目があることもわかっ

た。 

 

 0 10 20 30 40

陸上・駅伝（７名）

バスケットボール（３５名）

バレーボール（２１名）

サッカー（２７名）

剣道（１２名）

弓道（２６名）

卓球（８名）

テニス（１１名）

ソフトテニス（１５名）

バドミントン（１１名）

☆アーチェリー（０名）

福岡県の各競技種目別外部指導者数

男子部指導

女子部指導

共通

 

競技専門部 
設置校数 部員数 部員数合計 

３３種目中順位 男子 女子 合計 男子 女子 合計 

陸上競技 123 117 240 2313 1484 3797 
3 

駅伝 9 9 18 147 80 227 

バスケットボール 138 130 268 3471 2120 5591 2 

バレーボール 96 129 225 1620 2136 3756 4 

サッカー 132 16 148 6378 321 6699 1 

剣道 119 101 220 1291 740 2031 9 

弓道 72 75 147 1442 1505 2947 7 

卓球 115 101 216 1408 615 2023 10 

テニス 82 77 159 2099 1228 3327 6 

ソフトテニス 69 76 145 1653 1187 2840 8 

バドミントン 93 99 192 1809 1718 3527 5 

アーチェリー 4 3 7 54 33 87 22 
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(2)アーチェリー指導者アンケート 

 調査時期 平成 28 年 7 月 

 調査対象 福岡県高等学校体育連盟主催大会に出場したアーチェリー部 7校（延べ 4名）の指導者 

 調査内容 アーチェリー指導に関して（アンケート内容の一部抜粋） 

                             

指導者自身の「競技開始年齢は、いつですか？」という、

質問では、高校以降に競技を始めた指導者が全員で、     

D 教諭は、アーチェリー部の顧問になって、はじめられ

たことがわかり、自己の競技経験を参考にできず、苦慮

されている場面があるとのことであった。 

 

                             

競技指導をする場合、「参考にしているものはあります

か？」という質問では、A 教諭は、「在校生の競技を手

本にして、フォーム作りを行っている。また、フォーム

をまねるイメージを大切にしている。」とのことだった。     

また、C 教諭は、「動画を参考にトップ選手のフォーム

をまねさせています。」とのことだった。D 教諭は、近

県のトップ選手や近隣の強豪校の選手を手本として、

「実際にみせる。」とのことであった。 

 

本県のアーチェリー指導者においては、外部指導者を活

用し、指導する場面はないものの、県内の合同練習や強

化合宿などを積極的に行い、日本トップ選手の招聘や県

内外の積極的な交流を通して、指導力の向上を行ってい

ることがわかった。 

 

                        

アーチェリー競技者を増やすための工夫に関しては、A

教諭は、「用具が高価で生徒・保護者の負担が大きいが、     

アーチェリー競技を生涯スポーツとしてより多くの

人々に認知していただき、より若い年代に強化費用とし

て、還元できるような、システムを構築していきたい。」

と話されていた。C教諭と D教諭に関しては、学校での

体験入部や新入生部活動週間などを利用して、入部率を

あげていることがわかった。 

                         

動画の利用については、A・B教諭は、「場面に応じての

利用を行っている。」また、D教諭に関しては、「練習中

や試合を含め、多くの場面で利用している。」というこ

とがわかった。 

 

 

Ａ教諭・大学（それまで
は、野球）

Ｂ教諭・高校入学時（そ
れまでは、ラグビー）

Ｃ教諭・大学入学時
Ｄ教諭・経験ない（教員

になってから）

Ｑ１，自己のアーチェリー開始年齢

 

Ａ教諭・在校
生をまねて

Ｂ教諭・特に
なし

Ｃ・動画
Ｄ・強豪校の

まね

Ｑ２，指導する場合、参考にするものはありますか？

 

Ａ教諭・外部の指導者
Ｂ教諭・日本のトップ

レベルの選手

Ｃ教諭・県外指導者 Ｄ教諭・特になし

Ｑ３，外部指導者指導の招聘はありますか？

 

Ａ教諭・特になし Ｂ教諭・特になし

Ｃ教諭・体験入部を通
して

Ｄ教諭・学校から部活
動の積極的加入

Ｑ４，競技人口を増やすために工夫などあり
ますか？

 

Ａ教諭・時々、試合の
振り返りで利用してい

る

Ｂ教諭・ほとんどしな
い

Ｃ教諭・時々、練習で
利用している

Ｄ教諭・常に利用して
いる

Ｑ５，競技力をあげるため動画を利用してい
るか？
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(3)初歩的な実技指導や練習方法を動画撮影（動画生徒 平成 28 年度九州新人大会 個人優勝 廣山他） 

 

 

 

 

 

上記の三段階で動画撮影し、指導のポイントや状況を多くの指導者や生徒が福岡県高体連 HP をみることに

よって、参考にできるようにした。 

 

 ①初心者の指導（指導ポイントや指導上の注意点、抜粋し掲載） 

写真下は、ウオーミングアップの風景        指導ポイント・指導上の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

②中級者の指導（指導ポイントや指導上の注意点） 

写真下は、練習風景                指導ポイント・指導上の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上級者の指導（指導ポイントや指導上の注意点） 

写真下は、決勝ラウンドの風景           指導ポイント・指導上の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細の動画は、福岡県高体連公式サイトに掲載。 

http://www.fukuoka-koutairen.com 

 

初心者の指導 中級者の指導 上級者の指導

 

雨の状況下で、ウオーミングアップです。 
肩の可動域をひろげ、大きな動きとリラックスを心

掛けさせている。 
また、選手の緊張を解きほぐすために声を出しなが

ら、体と心のバランスをとらせる。 
 

リズムを崩して、予選落ちをした生徒である。（真ん

中・白服） 
フォームに際して、矢の行方を追うことで、バラン

スを崩しやすい。 
リズムを安定させる指導を行った。 

 

この左写真は、決勝ラウンドの風景です。 

予選 72 本、720 点満点、１位から８位までの順位が決まったこと

から（自分の点数で順位が決まる） 

生徒は、決勝トーナメント右・廣山は、１位で通過 

左は、８位通過者 

アドバイス→２分で３本（３０点満点） 

簡単に言えば、相手に３回勝てば勝ちとなる。 

このことから、相手との心理的な状況が勝敗を左右するため、 

風や緊張から自分のリズムを崩さず打つことが重要である。 
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(4)福岡県高等学校体育連盟サイトアクセス数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記資料から、年々高体連 HP の閲覧数が増加傾向になっている。 

（平成 25 年は、北部九州総体のため、アクセス数が大幅に、増えている。） 

 このことから、福岡県の運動部活指導者は何らかの形で、高体連 HP を閲覧し、活用していることが窺える

ことから、動画配信に関しては有効な手段であると同時に、閲覧しやすく、参考にすることが可能であると考

える。 

 

 

 

ページアクセス数 平成２８年度 ９月まで ９４６，４０９回 
※ＨＰ上をクリックした回数 

アクセス人数   平成２８年度 ９月まで ３８２，６０３人 
※高体連ＨＰを閲覧した人数 

− 133−



３.アーチェリー部紹介（調査・検証、練習動画を協力していただいた学校紹介） 

 

今回、競技専門書の作成にあたり、アーチェリー専門部の協力の下、快く協力していただいた福岡県立折尾

高校アーチェリー部の紹介をさせていただきます。 

これまでの歩みは、昭和 57 年 4 月前任の岡部美義男教諭兼監督が、日本体育大学からアーチェリー競技を

習得され、福岡県に競技の普及・発展を目的に折尾高校にアーチェリー部を発足された。 

その後、現在の中島克哉監督が平成 4年 4月に後を継ぎ、毎年、福岡県代表の選手を輩出するとともに、全

国・九州を代表する学校へと発展した。 

 また、オリンピアン（オリンピック出場選手、旧姓 川内 紗代子）含め数多くの日本代表を輩出している。 

 

 

折尾高校アーチェリー部の合言葉 

『東京オリンピックへ』 

 

 

折尾高校部員の紹介 

 現在、生活デザイン科 3 年、竹下 紗衣里（平成 28 年度国民体育大会 7 位入賞）を筆頭に、男子 6 名、女

子 14 名のあわせて 20 名で活動している。（平成 28 年度在校生 1年～3年生） 

戦績 

平成 10 年度 全国高等学校総合体育大会アーチェリー競技大会 

女子団体 第 3位（全国大会） 

平成 11 年度 全国高等学校総合体育大会アーチェリー競技大会 

女子団体 準優勝（全国大会） 

平成 17 年度 全国高等学校総合体育大会アーチェリー競技大会 

男子個人 優勝（全国大会） 

 平成 28 年度 全九州高等学校総合体育大会   同大会 

女子団体優勝写真（最右 国体 7位 竹下選手）  女子個人 第 3位 戸上（左）第 2位 竹下（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                       平成 28 年度 九州新人大会  

                       女子優勝 戸上 鈴乃（右） 

 

                       男子優勝 廣山 凜来（左） 
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４.まとめ 

  

調査(1)から、競技指導をする上で、競技のより専門的な指導者に技術指導や競技経験からの助言をより多

くすることで、生徒の技術向上や記録の更新を競技経験の有無を問わず多くの指導者が熱望していることがわ

かった。 

 また、競技によっては、外部指導者を積極的に招聘し、より専門的な指導へと転換していることも見受けら

れた。このことは、各競技種目において指導する難しさや指導方法の戸惑いがあるのか、もしくは、チーム競

技か個人競技かなど、今後検証をすべき内容と感じた。 

  

調査(2)から、未普及競技の問題点や競技指導者を増やす取り組みを行っていくべきと感じた。また、競技

指導者の指導方法によって動画の活用方法が異なっており、生徒の競技指導における動画のより効果的な活用

方法について、今後検証をしていくべきと感じた。 

  

 調査(3)から、初級から上級までの動画配信においては、やはり専門的な指導を加えていく中で、専門的な

視点から話しをしていただいた時に、知らないことだらけであり、多くのひらめきや納得いく部分があった。 

また、アーチェリー競技指導者の練習方法やコーチング等を他競技でも参考にできるのではないかと感じた

部分も多かった。 

 

調査(4)から、現在 HP 閲覧数 946,409 人になっており、多くの指導者を含め HP は、有効な手段として活用

できていることがわかった。また、閲覧した生徒の反応でも自分自身の練習風景や内容が掲載されていること

で、技術向上に対する意識が変化することもわかった。 

 そして、他競技への活用においては、HP 閲覧数の集計やアーチェリー専門部の活用を通して、現在調査を

続けています。来年度以降に、他競技の動画配信ができるように、今後活用できるか検証していきたい。 

 

 

５.おわりに 

 今回の研究に際し、学校では、教員における部活動指導の負担軽減や専門的な指導者や外部指導者等の活用

ができず、練習メニューを生徒のみに任せて運動部活動が行われているなど、多くの問題を聞くことがある。 

こうした問題を少しでもなくし、今後の部活動の在り方を見直していくための一助にと考え、福岡県高等学

校体育連盟、アーチェリー専門部・指導者、HP 作成業者であるサポートフクオカ株式会社（Ganba Gallery & 

Office）のご指導、ご助言をいただきながら進めてまいりました。 

また、快く取材に応じていただいた折尾高校アーチェリー部の生徒をはじめ、多くの方々にご協力をいただ

きましたことを改めて感謝申し上げます。 

この研究においては、今後も検証を行い、改善や工夫の余地がたくさんありますが、さらに有意義な発信へ

繋げていければと考えております。今後も、ご協力を何卒よろしくお願いいたします。 
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